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公
務
労
組
な
ど
の
ね
ば
り
強
い

運
動
の
成
果 

人
事
院
は
、
８
月
、
政
府
と
国
会
に

対
し
、
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る

勧
告
と
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

人
事
院
勧
告
に
向
け
て
全
教
が
加

盟
す
る
「
公
務
労
組
連
絡
会
」
は
、
す
べ

て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
め
ざ
し

て
「
３
・
７
中
央
行
動
」
を
は
じ
め
「
７
・

２
１
署
名
提
出
行
動
」
な
ど
、
公
務
員

賃
金
改
善
の
人
事
院
行
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
全
国
で
取
組
ん
だ
賃
金

改
善
署
名
は
１
０
万
筆
を
超
え
、
６
年

連
続
の
ベ
ア
改
善
、
一
時
金
改
善
実
現

の
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。 

中
高
年
層
の
生
活
改
善
に
目
を

向
け
ず 

月
例
給
の
改
善
は
６
年
連
続
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
俸
給
表
の
改
善

で
は
、
３
０
歳
代
半
ば
ま
で
の
職
員
の

号
俸
の
改
定
を
行
う
と
し
て
お
り
、
３

０
歳
半
ば
を
超
え
る
号
俸
に
つ
い
て
は
、

再
任
用
職
員
を
含
め
俸
給
表
の
改
定

は
し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
実
質
賃
金

が
低
下
す
る
一
方
の
中
・
高
齢
層
職
員

に
対
す
る
配
分
に
全
く
目
を
向
け
な
い

内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

 

切
実
な
願
い
や
要
求
の
実
現
の
た

め
の
交
渉
を
行
い
ま
す 

 

全
教
北
九
州
は
、
本
来
長
時
間
勤
務

を
認
め
て
い
な
い
給
特
法
の
趣
旨
に
沿

い
、
勤
務
時
間
内
に
仕
事
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
『教
職
員
の
数
を
増

や
す
』『教
育
施
策
に
関
連
す
る
各
種
業

務
の
削
減
』
『
過
熱
す
る
学
力
・
体
力
テ

ス
ト
体
制
を
改
め
る
』
等
、
教
職
員
の
い

の
ち
と
健
康
、
生
活
と
権
利
を
守
り
、

教
職
員
の
切
実
な
願
い
や
思
い
が
届
く

よ
う
交
渉
を
行
い
ま
す
。 

「生
活
・働
き
方
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い 

全
教
北
九
州
は
、
こ
の
勧
告
を
受
け
、

人
事
委
員
会
、
教
育
委
員
会
と
で
給
与

改
定
に
関
す
る
交
渉
・
会
見
を
始
め
ま

す
。 月

例
給
、
一
時
金
の
改
善
と
と
も
に
、

権
限
移
譲
で
後
退
し
た
各
種
手
当
の
回

復
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
休
暇
制
度
等

の
権
利
の
回
復
、
長
時
間
過
密
労
働
に

見
合
っ
た
待
遇
の
改
善
を
掲
げ
て
確
定

交
渉
に
臨
み
ま
す
。 

今
年
度
も
、
交
渉
の
資
料
と
す
る
た

め
、
「
生
活
・
働
き
方
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取

り
組
み
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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６
年
連
続
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
勧
告
も 

初
任
給
・若
年
層
の
み
の
改
善
！ 

―

一
時
金
改
善
や
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
対
す
る 

労
働
条
件
改
善
な
ど
を
実
現 ―

 

２
０
１
９
年 

人
事
院
勧
告
の
要
旨 

１ 

給
与
勧
告
に
つ
い
て 

①
民
間
給
与
と
の
較
差
（
０
．
０
９
％
）
を
埋
め
る
た
め
、
初
任
給
及

び
若
年
層
の
俸
給
月
額
を
引
上
げ
。 

月
例
給
は
、
３
８
７
円
の
較
差
が
あ
っ
た
と
し
て
４
月
に
遡
っ
て
給
与
改

善
。 

俸
給
表
の
改
善
で
は
、
初
任
給
を
今
年
も
１
５
０
０
円
（
大
卒
）
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
若
年
層
に
対
す
る
俸
給
を
重
点
的
に
引
き
上
げ
る 

②
ボ
ー
ナ
ス
を
引
上
げ
（
０
．
０
５
月
分
）
民
間
の
支
給
状
況
等
を
ふ

ま
え
勤
勉
手
当
に
配
分
。 

ボ
ー
ナ
ス
の
年
間
支
給
月
数
を
０
．
０
５
月
分
引
き
上
げ
４
．
５
０
月
と
す

る
。
勤
務
実
績
に
応
じ
た
給
与
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き
上
げ
分
は
勤
勉

手
当
に
配
分
す
る
。
ま
た
、
来
年
度
は
、
６
月
と
１
２
月
の
期
末
手
当
、
勤

勉
手
当
の
支
給
月
数
を
同
じ
に
す
る
。 

③
住
居
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
家
賃
額
の
下
限
を
引
上
げ
。 

２ 

勤
務
環
境
の
整
備
に
つ
い
て 

①
長
時
間
労
働
の
是
正
に
関
す
る
と
り
く
み
の
支
援
。 

②
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
制
度
の
周
囲
、
不
妊
治
療
を
受
け
や
す

い
職
場
環
境
の
醸
成
。 

③
心
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
過
労
死
等
防
止
対
策
の
推
進
。
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
対
策
。 

④
非
常
勤
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
常
勤
職
員
と
の
権
衡
（
つ
り
合
い
）

を
よ
り
確
保
す
る
た
め
の
と
り
く
み
。
休
暇
制
度
の
充
実
。 

３ 

６
５
歳
定
年
の
段
階
的
実
施
へ
の
要
請 

(

省
略) 
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教員免許管理にも 

マイナンバーを活用？ 
政府による国民の個人情報の集中管理 

一元化をさらに強化するため 

マイナンバーによる国による個人情報集中管理

が進まないなか、政府は「マイナンバーカードとマイ

ナンバーの利活用の促進に関する方針「（利活用

方針）を決定しました。その中で「国、地方の公務

員等については、本年度内にマイナンバーカード

の一斉取得を推進する」ことが掲げられています。 

政府の方針にもとづき、文科省は教職員のマイ

ナンバーカードの一斉取得を促進するために、7月

1日に公立学校共済組合に通知を発出し、マイナン

バーカードの取得推進のポスター配布、メリット、

申請方法等の広報誌やホームページによる広報を

取り組むとしています。また、マイナンバーカードの

教員免許管理等への活用、社会科等の授業での

制度周知を図るなどもあげています。 

全教、全教北九州は、国による個人情報管理の

一元化や個人情報の漏えい問題、プライバシーの

侵害の危険性等を指摘してきました。カード取得に

は、法的義務はなく個人の選択に任されるべきで

す。また、自治体労連の交渉でも、総務省は「任意

であることは変わりない」と回答しています。 

カード取得を強制するような実態があれば、全

教北九州まで連絡してください。 

正
規
が
当
た
り
前
！ 

 

安
心
し
て
学
び
、
働
け
る
社
会
を 

第
５
０
回
全
国
臨
時
教
職
員
問
題
学
習
交
流
集
会in

ち
ば 

８
月
１
０
日
か
ら
１
２
日
の
３
日
間
、
千
葉
県
の
船
橋
市
勤

労
市
民
セ
ン
タ
ー
他
で
全
国
臨
時
教
職
員
問
題
学
習
交
流
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
か
ら
３
５
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
盛
会
で
し

た
。
多
く
の
臨
時
教
職
員
の
方
が
参
加
さ
れ
、
辛
い
状
況
な
ど
の

報
告
、
質
問
、
意
見
な
ど
も
出
さ
れ
「教
育
に
臨
時
は
な
い
‼
」と

い
う
思
い
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
も
紹
介
さ

れ
、
充
実
し
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
私
も
「
福
岡
県
や
北
九

州
市
の
教
育
委
員
会
と
の
交
渉
で
、
講
師
の
先
生
方
の
給
与
の

上
限
を
撤
廃
さ
せ
た
こ
と
。
」
「県
は
、
来
年
度
か
ら
、
空
白
期
間

を
設
け
ず
に
講
師
の
先
生
方
を
通
算
採
用
と
し
、
共
済
組
合
に

学
習
会
・
署
名
行
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

★
教
育
研
究
集
会
、
学
習
会 

①
福
岡
県
民
教
研in

筑
豊
集
会 

・日
時 

９
月
２
１
日
（１
２
時
受
付
） 

 
 
 
 

 
 
 

２
２
日
（１
５
時
終
了
） 

・場
所 

飯
塚
市
立
庄
内
小
学
校 

・講
演 

「子
ど
も
は
地
域
の
宝
や
き
」 

 
 
 
 

 
 

鈴
木
大
裕
さ
ん
（教
育
研
究
者
） 

・そ
の
他 

教
育
講
座
多
数 

②
全
教
北
九
州
教
研
・共
育
集
会 

 

・日
蒔 

１
０
月
２
６
日
（土
） 

午
後 

・場
所 

ウ
エ
ル
と
ば
た 

 

・テ
ー
マ 

「い
ま
、
学
校
は
ど
う
な
ん
」 

★
教
育
条
件
を
よ
く
す
る
署
名
行
動 

①
９
月
１
４
日
（土
） 

１
０
時
半 

Ｊ
Ｒ
戸
畑
駅 

②
１
０
月
５
日
（土
） 

１
０
時
半 

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅 

③
１
０
月
２
６
日
（土
）１
０
時
半 

Ｊ
Ｒ
戸
畑
駅 

も
加
入
し
て
い
た
だ
く
と
表
明
さ
せ
た
こ
と
。
し
か
し
、
北
九
州

は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
」「
講
師
の
先
生
方
が
制
度
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
産
休
も
取
れ
ず
、
委
員
会
が
自
己
都
合

退
職
の
届
を
出
さ
せ
て
辞
め
さ
せ
て
い
る
こ
と
。
県
は
こ
の
件
に

つ
い
て
よ
う
や
く
、
昨
年
度
か
ら
交
渉
に
よ
っ
て
、
数
件
で
す
が

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。
そ
し
て
、
北
九
州
で
も
や
っ

と
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。
」
な
ど
を
発
言
し
て
き
ま

し
た
。 

そ
し
て
話
題
は
、
来
年
か
ら
始
ま
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の

方
々
の
処
遇
に
つ
い
て
、
各
県
、
政
令
市
な
ど
の
取
り
組
み
の
状

況
を
交
流
し
、
運
動
の
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
現
地
千
葉
の
実
行
委
員
の
先
生
方
の
パ
ワ
フ
ル

な
こ
と
。
ひ
と
昔
前
の
全
生
研
の
大
会
の
よ
う
に
、
歌
あ
り
ダ
ン

ス
あ
り
の
そ
れ
は
す
ご
い
盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

来
年
は
岡
山
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
総
会
で
確
認
さ
れ
、
岡

山
高
教
組
の
委
員
長
さ
ん
の
次
回
開
催
地
の
挨
拶
も
、
来
年
の

交
流
集
会
に
も
期
待
し
た
い
内
容
で
し
た
。  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


